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様 式７ 別 紙  

論文内容の要旨及び論文審査の結果の要旨 

論文題目：台湾文化としての歌仔戯をめぐる研究  

             －見せる/見られる女性の身体と演技を中心として― 

 学位申請者  張 懐文 

 論文審査担当者 

  主査 大阪大学教授 川村邦光 

  副査 大阪大学教授 北原 恵 

  副査 大阪大学准教授 北村 毅 

【論文内容の要旨】

 本論文では、1890 年代に始まり、今日にいたるまで存続している台湾の大衆演劇、
歌仔
ク ア ー

戯
ヒ

の歴史的な展開を詳細に考察するとともに、台湾における文化的な意義を探究

する。歌仔戯の大きな特徴は女性役者を中心とし、日本の宝塚歌劇の影響を受けてい

るところから、宝塚歌劇との比較研究も行ない、ジェンダー論の視点から女性役者の

活動も考察を加えている。

 本論文は、序章・終章を加えて、第一部「女性文化の確立まで（1890～1980 年代まで）」、

第二部「夢の世界―儒教社会からの脱出―（1980～1990 年代）」、第三部「「歌仔戯」、台湾

文化の顔として（1990 年代～現在）」の三部構成である。序章では、歌仔戯の先行研究を

批判的に検討して、女性役者の存在が重視されなかったこと、歌仔戯を「伝統戯曲」とし

「胡 仔戲
オ ペ ラ ヒ ー

」を排除してきたこと、テレビ歌仔戯の重要性を無視してきたことを指摘して、

この３点を歌仔戯の歴史的な展開を通じて究明することを研究課題として設定する。 

第一部では、男性中心であった家父長制の歌仔戯劇団から、女性役者が性差別と性的暴

力に耐えながら自立していき、＜男役＞スターが歌仔戯改革を成功させ、人気を博するこ

とによって、歌仔戯劇団の主導権を握っていくプロセスが論じられる。そして、先行研究

でこれまで低く評価されてきた、女性中心の「胡 仔戲」の歌仔戯における重要性を指摘

し、その再評価を行なっている。胡 仔戲は新劇や映画、レビュー、アメリカのポップ文

化を吸収したものであることを、その歴史的変遷を詳細に論じて明らかにしている。 

第二部では、まず台湾でテレビ放送が 1962 年から開始され、歌仔戯劇団がテレビに進

出し、テレビ歌仔戯が人気を獲得して定着し、胡 仔戲が排除されていくプロセスを、外

省人出身の女性脚本家・狄珊の歌仔戯改革を分析するなかから論じている。狄珊は現代的

な主体性のあるヒロインとしての〈娘役〉像を創り出すとともに、＜男役＞を演出の中心

に置いた作品を通じて、歌仔戯改革を行なったことが、宝塚歌劇の作品との比較によって

分析されている。1971 年の中華民国の国連脱退にともない、従来の文化政策における祖国
化（中国化）政策が転換され、本土化（台湾化）政策を通じて、歌仔戯が重視され、「伝統

戯曲」とみなされ、台湾文化の象徴として位置づけられることになる。



第三部では、1980 年代以降、台湾意識・ナショナリズムの台頭にともない、歌仔戯が文
化人・知識人の芸術性を重視する指導によって、「伝統戯曲」として急激に京劇化されると

ともに、そのテーマが台湾移民史を扱うなど、政治的なものも現われてくることを論じる。

このような状況のなかで、女性知識人の主導する劇団が宝塚歌劇やアメリカ文化などを取

り入れた胡 仔戲の新しいジャンルを生み出したが、儒教的なジェンダー観に拘束され、

男性主導の劇団に匹敵し対抗する劇団を結成し存続させることができなかったことを明ら

かにしている。終章では、これまで述べてきた歌仔戯の歴史的・文化的な展開をまとめて

締め括っている。

【論文審査の結果の要旨】 

これまでの歌仔戯研究は、歌仔戯を中国「伝統戯曲」として位置づけた研究が主流であ

ったとする先行研究の批判に基づいて、胡 仔戲に焦点を合わせて、歌仔戯の歴史的な展

開を跡づけて分析したところが、本論文の大きな特徴であるといえる。こうした視点から、

植民地期、皇民化期、国民党政府期、民進党期といった政権との関わりから、政治と文化・

イデオロギーをコンテクストとして、上演形態や演目・演出における歌仔戯とりわけ胡 

仔戲の変容・動向などが動態的に論じられている。 

論文全体を通じて、歌仔戯を女性文化として論点の中軸とする視点を一貫して保持して

いるところが、本論文の優れた特徴として挙げることができる。経済的要因や儒教的イデ

オロギーによる束縛から自立していく、歌仔戯の女性役者や脚本家の苦難に満ちた歴史的

プロセスが浮き彫りにされている。しかし、こうした苦闘にも拘わらず、男性支配体制が

存続している歌仔戯の女性役者たちの苦境を明らかにしたところは、大いに評価できよう。 

副題に「見せる/見られる女性の身体と演技」とあるように、歌仔戯の女性役者に関す

る優れた事例研究が詳しくなされている一方で、歌仔戯の数少ない男性役者に関してはあ

まり論じられていない難点がある。他方、女性役者の＜男役＞について、具体的な作品を

事例としてあげながら論じ考察している点は評価できる。ここは、両性具有性として分析

した＜男役＞の身体・演技ばかりでなく、養女という奴婢的存在、一夫多妾制という性的

な奴隷的存在、女性知識人という存在などといった、マスメディアも介在する女性役者の

社会的な位置とも関連させて、興味深い問題を提起している。 

歌仔戯と宝塚歌劇の作品を事例としてあげ、具体的に比較しながら、両者の＜男役＞に

ついて論じ、その共通する特徴をとりわけ両性具有性に見出しているところは評価できる

が、両者の＜男役＞に相違点はないのか、さらに掘り下げて分析する必要がある。また、

＜娘役＞に関しては、歌仔戯でヒロインとして重要な位置を占めるのに対して、宝塚歌劇

では＜男役＞に従属している点など、演出面や観客・ファン層において異なった面があり、

さらなる分析が求められる。現在、歌仔戯が男性主導の台湾文化へと変化したとするなら、

それは台湾社会における女性の地位や意識に変化が起こったことによるのかに関して、ま

た歌仔戯を女性文化として位置づけているが、この女性文化という概念の内実や多様性、

さらに観客層について検討し、台湾文化の構造・歴史的変遷に関して子細に分析する必要

があろう。だが、こうした残された課題はもとより本論文の意義を損なうものではなく、

今後の研究を深化させていくうえでの課題と考えられるべきものである。よって、本論文

を博士（文学）の学位にふさわしいものであると認定する。 


